
ン
大
国
」
で
あ
る
。
し
か
も
こ
こ
数
年
、

年
率
十
数
％
の
勢
い
で
増
加
し
、
す
で
に

消
費
量
は
日
本
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。

生
国
の
ワ
イ
ン
の
歴
史
は
古
い
。
現
在
、

空
国
で

「ワ
イ
ン
の
都
」
と
称
さ
れ
る
山

東
省
　
煙
台
の
港
が
１
８
６
〇
一■
ヽ

外

国
人
に
開
放
さ
れ
、
欧
米
の
貿
易
商
な
ど

が
住
み
着
い
た
。
煙
台
は
Ｚ
フ
ン
ス
の
ポ

ル
ド
ー
と
近
い
緯
度
上
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
、　
一
部
の
欧
米
人
が
，夏
家
用
ヮ
イ
ン

の
醸
造
を
開
始
。
そ
れ
に
学
ん
だ
華
僑
の

張
弼
士
が
１
８
９
２
年
に

コ張
裕
葡
萄
醸

酒
公
司
」
を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
る
。
そ
の
後
は
戦
争
や
革
命
な
ど
に
よ

る
停
滞
が
長
く
、
本
格
的
に
ワ
イ
ン
の
市

場
が
広
が
っ
た
の
は
１
９
９
０
年
代
に
入

つ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

中
国
の
ワ
イ
ン
事
情
を

一
言
で
言
え

だ
楓
強
く
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ワ
イ
ン
と
は
お
め

で
た
い
席
で
飲
む
高
級
な
酒
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
広
ま
り
、
そ
れ
が

「ワ
イ
ン
は
ぼ

イ
コ
ー
ル
赤
ワ
イ
ン
」
と
い
う
状
況
を
生

ん
だ
と
い
う
の
が
定
説
だ
。
さ
ら
に
生
回

は
歴
史
的
に
海
産
物
よ
り
肉
類
の
消
費
量

が
多
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
も
自
ワ
イ
ン
の

普
及
が
遅
い
一
つ
の
原
因
と
さ
れ
る
。

国
内
市
場
の
９
割
は
国
産
ワ
イ
ン
で
あ

る
。
価
澪
帯
は
普
及
品
が
２０
元

（１
元
は

約
１４
円
）
台
前
半
か
ら
４０
元
台
ぐ
ら
い
。

中
級
品
で
４０
～
１
０
０
元
台
ヽ
２
０
０
～

４
０
０
元
あ
た
り
が
国
産
で
は
高
級
品
に

な
る
。
揚
子
江
下
流
域
で
多
く
飲
ま
れ
る

国
は
す
で
に
消
費
量
、
生
産
量
と

も
世
界
ト
ッ
プ
５
に
入
る

「
ワ
イ

紹
興
酒

（老
涵
）
は
普
及
品
な
ら
１
本
１０

元
以
下
か
ら
あ
る
の
で
、
や
は
リ
ワ
イ
ン

は
庶
民
に
は
高
い
酒
で
あ
る
。

が
っ
て
い
る
。

第
二
は
、
自
ワ
イ
ン

比
率
の
上
昇
だ
。
都
市

るヽ
　

部
で
は

コ
西
欧
流
ワ
イ

ιつて
　

ン
文
化
」
が
徐
々
に
浸

¨
　
哺
ｒ
嚇
口
漏
″
一
到
翔

く、
　

る
。
特
に
広
東
省
、
福

χ

鶉

一
　

物
の
凛
■
で
多
い
。
こ

レけ
　
れ
ら
地
域
で
は
近
年
、

，
　
自
ワ
イ
ン
比
率
が
５
割

”

急

えを

手

潔

者
も
い
る
。

化
粧
箱
に
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
フ
ラ
ン

ス
の
ボ
ル
ド
ー
、
し
か
も
ボ
ル
ド
ー
で
も

「シ
ャ
ト
ー
　
ラ
フ
ィ
ッ
ト
」
な
ど
特
定

の
銘
柄
だ
け
が
売
れ
る
。
皆
そ
れ
し
か
知

ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
以
外
は
贈
る
意
味
が

な
い
の
だ
。

中
国
で
は

「ワ
イ
ン
」
と
い
え
ば
、
ほ

と
ん
ど
が
赤
ワ
イ
ン
を
指
す
ｏ
市
場
の
８

，
シ
ン

●
，

割
以
上
が
赤
ワ
イ
ン
と
見
ら
れ
、
紅
酒
は

庶
民
の
間
で
は
ワ
イ
ン
（ぶ
ど
う
酒
）と
に

は
回
義
語
で
あ
る
。
生
国
で
は

「紅

（赤
こ

は
お
め
で
た
い
色
と
さ
れ
、
慶
事
に
は
必

ず
赤
が
用
い
ら
れ
る
。
８０
年
代
ヽ
中
一日
社

会
に
ワ
イ
ン
が
入
り
始
め
た
頃
、
子
供
の

誕
生
日
や
結
婚
式
な
ど
、
慶
事
に
甘
い
赤

ぷ
ど
う
酒
を
飲
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、

徐
々
に

「甘
く
な
い
ワ
イ
ン
」
が
広
が
り

始
め
た
が
、
庶
民
に
は

「渋
い
」
と
不
評

で
、
ワ
イ
ン
と
は
長
い
闘
炭
酸
飲
料
の

「
ス
プ
ラ
イ
ト
」
で
割
っ
て
飲
む
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
習
慣
は
地
域
に
よ
っ
て
は
ま

造
が
ワ
イ
ン
の
世
界
に
も
起
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
中
国
ワ
イ
ン

の
海
外
輸
出
も
始
ま
っ
た
。
ト
ツ
プ
プ
ラ

ン
ド
「Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｙ
Ｕ
」
日
本
総
代
理

店
ヽ

イ
ー
ス
ト
ワ
ン
代
表
取
締
役

、
嶋
田
駿

一

氏
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
の
生
国
ワ
イ
ン
の

販
路
は
、
ω
滋
絆
ス
至
社
が
中
国
面
け
，
ア

ー
客
な
ど
の

「お
土
産
自
宅
直
送
サ
ー
ビ

ス
」
と
し
て
販
売
、
②
国
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
需
要
の
二
つ
が
中
心
。
ネ
ッ
ト
販
売
Ｕ

あ
る
が
、
量
的
に
は
ま
た
ま
だ
と
い
２ヽ

最
近
伸
び
て
い
る
の
が
レ
ス
ト
ラ
ン
需

要
だ
。
以
前
は
中
華
料
理
店
が
中
心
だ
っ

た
が
、
イ
タ
リ
ア
料
理
店
な
ど
に
も
販
路

が
広
が
っ
て
き
た
。
「
ソ
ム
リ
エ
に
飲
ん

で
も
ら
え
ば
品
質
の
よ
さ
は
わ
か
る
。
質

の
割
に
価
格
‘
菱
い
。
た
だ
プ
ラ
ン
ド
カ

が
な
い
。
だ
か
ら
プ
ロ
に
は
売
れ
る
が
、

個
人
向
け
は
難
し
い
」
（嶋
田
氏
）。

中
国
は
山
東
省
な
ど
に
広
大
な
ワ
イ
ン

畑
が
広
が
り
、
潜
在
力
は
大
き
い
。
今
年

|輸
入
ワ
イ
ン
は
欧
米
や
日
本
で
の
価
格

に
比
べ
て
か
な
り
高
い
。
「接
待
や
贈
答

の
需
要
が
中
心
な
の
で
、
業
者
は
意
図
的

に
値
段
を
高
く
つ
け
る
。
ど
う
せ
味
は
わ

か
ら
な
い
か
ら
ね
」
（上
海
の
輸
入
業
者
）
。

こ
う
し
た

「中
国
的
ワ
イ
ン
文
化
」
が

第
二
が
国
産
ワ
イ
ン
の
質
の
向
上
で
あ

る
。
中
一国
の
国
産
ワ
イ
ン
の
３
大
プ
ラ
ン

ド

は

「
Ｃ

Ｈ

Ａ

Ｎ

Ｃ

Ｙ

Ｕ
Ｌ
霞

暦

）
、

「
Ｇ

Ｒ

Ｅ

Ａ

Ｔ

Ｗ

Ａ

Ｌ

Ｌ

」

（長

城

）
、

「
Ｄ

Ｙ

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｙ
」
（王
朝
）。
こ
れ
ら
を
中
心

に
各
地
の
有
カ
メ
ー
カ
ー
に
は
、
中
国
市

は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
裾
野
の
広
が
り
で
あ

る
。

一
部
の
ワ
イ
ン
愛
好
者
や
接
待
需
要

も
し
く
は

「
ハ
レ
」
の
日
の
飲
み
場
か
ら
、

日
常
的
な
酒
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
都
市

部
の
健
康
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
女
性
や
高
齢

者
な
ど
の
間
で
「
フ
イ
ン
は
健
康
に
よ
い
」

と
の
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
、
霊
要
増
に
つ
な

場
へ
の
拠
点
確
保
を
狙
う
欧
州
の
有
カ
ヮ

イ
ナ
リ
ー
が
続
々
と
投
資
や
技
術
協
力
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
中
国
産
の
レ
ベ

ル
は
急
速
に
向
上
し
て
い
る
。
中
一国
国
内

市
場
の
大
き
さ
が
有
力
外
資
を
引
き
寄

せ
、
結
果
的
に
生
国
製
品
の
レ
ベ
ル
が
上

が
る
と
い
う
、
自
動
車
な
ど
と
同
様
の
構

弁
で
山
東
省
蓬
粟
市
た
２５
万
平
方
Ｘ
の
ワ

イ
ン
畑
を
造
成
す
る
と
発
表
。
「
１５
年
以

内
に
０
『営
０
０
２

（グ
ラ
ン
　
ク
リ
ユ
ー

最
高
位
の
ワ
イ
ン
畑
）
を
造
る
」
と
逃
ベ

た
。
中
一ロ
ワ
イ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
急

速
に
進
み
そ
う
だ
。

国

圏 なスーバーのヮイ
●.人気の赤ワインはま

るで日興洒のよう。写■■はプ

レゼント月の鏑趙め

れ
る
蒸
留
酒
の

で
日

酒
」
で
あ
る
。
宴

会
で
は
こ
れ
を
グ
ラ

ス
に
注
い
で
一
気
に

飲
む
。
乾
杯
と
は
ま

さ
に

「杯
を
千
す
」

こ
と
で
あ
り
、
勧
め

ら
れ
た
酒
を
飲
み
千

さ
な
い
の
は
礼
を
失

す
る
と
い
う
観
念
も

根
強
い
。
】建
近
は
こ

れ
を
ワ
イ
ン
で
や

ラ一
。

今
や
世
界
ト
ッ
プ
５
の
ワ
イ
ン
大
国
と
な
っ
た
中
国
で
は
、
ワ
イ
ン
は
ど
う
飲
ま
れ
て
い
る
か
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
ロロ出
Ｔ
置
墨
夢

ば
、
「中
国
と
い
う
木
の
幹
に
西
洋
の
飲

み
物
を
接
ぎ
木
し
た
」
と
い
う
表
現
に
な

る
だ
ろ
う
。
ワ
イ
ン
と
い
つヽ
酒
を
生
国
式

の
飲
み
方
で
飲
む
。
西
欧
流
の

「
フ
イ
ン

文
化
」
は
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
中

国
社
会
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
。

地
域
差
は
あ
る
が
、
宝
国
で
は
飲
酒
文

化
の
中
心
は
マ
オ
タ
イ
酒
な
ど
に
代
表
さ

中
国
社
会
の
習
慣
で
は
、
食
事
を

一
人

で
と
る
こ
と
は
少
な
′

、

お
酒
も
大
勢
集

ま
っ
て
飲
む
こ
と
が
多
い
。
ま
た

「長
幼

の
序
六
年
上
の
人
を
尊
重
す
る
）と
か
、
上

司
が
強
い
力
を
持
つ
、
主
人
は
客
を
も
て

な
す
義
務
が
あ
る
―
―
と
い
っ
た
社
会
通

念
が
強
く
作
用
し
て
い
る
。
そ
う
で
，
又

脈
に
ワ
イ
ン
と
い
う
新
し
い
飲
み
物
が
流

れ
込
ん
だ
。
そ
の
た
め
必
然
的
に

コ
Ｕ
口
」

的
な
飲
み
方
に
な
る
。
ワ
イ
ン
消
を
書
雲
一

増
の
背
景
に
は
そ
う
し
た
構
造
が
あ
る
。

欧
州
の
有
カ
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

続
々
と
中
ロ
ヘ
進
出

ま
た
中
国
社
会
で
は

「贈
り
物
文
化
」

が
根
強
い
。
社
会
シ
る
ア
ム
が
未
成
熱
で
、

人
的
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
が
も
の
を
一冨
，
社
会

な
の
で
贈
り
物
は
欠
か
せ
な
い
。
と
な
れ

ば
、
知
名
度
が
あ
っ
て
見
栄
え
が
よ
く
、

高
そ
う
な
も
の
ほ
ど
メ
ン
ツ
が
立
つ
。
そ

の
た
め
高
級
品
は
ほ
ぼ
例
外
な
′
ゝ
巨
大
な

自
動
車
産
業
と
同
じ
構
造
が

ワ
イ
ン
で
も
起
き
て
い
る

根
強
い
中
国
市
場
で

は
あ
る
が
、
こ

０̈
１

～
２
年

、

い
く
つ
か

の
新
し
い
動
き
が
出

て
き
て
い
る
。
第

一

４
月
、
ボ

ル
ド
ー

の

シ
ャ
ト
ー

　
ラ

フ
ィ

ツ
ト

　
ロ
ー
ト
シ
ル

ト
が
虫
国
政
府
系
の

有
力
投
資
会
社
と
合
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